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9 国分寺崖線
（はけ）

　小金井の市域を構成する武蔵野段丘と立川段丘を分ける急崖で、多摩
川が武蔵野段丘を削り取ってつくられた。崖線に沿って野川が流れ、緑
が豊かで所々に湧水もみられる。

58 ＣｏＣｏバス 　公共交通不便地域の解消や交通弱者への外出機会の提供等を目的と
し、環境に配慮した車輌を用いて、既存の路線バスを補完する形で平成
15年3月より運行しているコミュニティバスのこと。

24 再生可能
エネルギー

　太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス（生物由来の資源）、地熱など、
一度利用しても比較的短期間に再生が可能であり、資源が枯渇しないエ
ネルギーのこと。

31 シードバンク 　土地に根ざした植物（固有種、在来種）を守るため、種を貸し出して
栽培し、育った植物から採取した種を返してもらうシステム。またはそ
の運営団体のこと。

1 持続可能な
社会

　国の第4次環境基本計画（平成24年4月閣議決定）において、「人の
健康や生態系に対するリスクが十分に低減され、「安全」が確保される
ことを前提として、「低炭素」・「循環」・「自然共生」の各分野が、各主
体の参加の下で、統合的に達成され、健全で恵み豊かな環境が地球規模
から身近な地域にわたって保全される社会」と定義されている。
　1987年、国連の「環境と開発に関する世界委員会」の最終報告書

「地球の未来を守るために（Our Common Future）」（＝ブルントラン
ト報告）において「持続可能」という理念が提唱されて以来、「持続可
能な開発」（＝将来の世代のニーズを充たしつつ、現在の世代のニーズ
をも満足させるような開発）の考え方が世界中に広まり、1992年の国
連地球サミットの「環境と開発に関するリオ宣言」や「アジェンダ21」
の合意をはじめ、今日の地球環境問題に関する世界的な取組の基礎と
なっている。

1 循環社会 　小金井市環境基本条例の前文で、小金井市が目指す社会のあり方を示
している言葉・考え方。同じく第2条で「有限な地球の中で行う人間の
あらゆる活動に伴い消費する物やエネルギーに係る資源を繰り返し、又
は様々な形で利用するとともに、廃棄するものを最小限とする意思及び
能力を有する社会」と定義されている。
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90 深層地下水 　被圧地下水とも言う。水を通さない地層にはさまれた地下の帯水層（地
下水脈）のうち、深い位置にあって、周囲の地層の圧力がかかった状態
のもの。これに対して、浅い位置にある帯水層を不圧地下水、自由地下
水、浅層地下水と言う。

2 生物多様性 　すべての生物の間に違いがあること（生物多様性条約）。
　現在、地球上には3,000万種もの生物が生息・生育していると推測さ
れており、誕生から約40億年の長い歴史を経て、複雑な相互関係で結
ばれ、多様な環境下で一つの地球生態系をつくりあげている。その中で、
生態系の多様性、種間（種）の多様性、種内（遺伝子）の多様性という
3つのレベルでの多様性があるとされている。

14 滄浪泉園 　明治・大正期の波多野承五郎氏の別荘で、国分寺崖線（はけ）とその
湧水を巧みに取り入れて整備された庭園のうち、約1万2千㎡が自然緑
地として保全・管理されている。昭和52年に東京都の緑地保全地区の
指定・買収を受け、今も貴重な自然が残されている。

40 地下水脈 　水を通さない地層にはさまれた地下の帯水層。学術的には地下水帯と
言う。深度によって不圧地下水（浅層地下水）と被圧地下水（深層地下
水）とに分けられる。

2 地球温暖化 　二酸化炭素等の温室効果ガスの大気中の濃度が高まり、地表から放出
される赤外線を吸収することにより、地表の温度が上がる現象を言う。
海面の上昇や気候の変化をもたらし、人類や生態系に悪影響を及ぼすこ
とが懸念されている。
　地球温暖化の原因は、人為的な活動に起因して排出される二酸化炭素
などであるとされており、2100年の平均気温は最小で1.1℃、最大で
6.4℃上昇すると予測されている。

50 地産地消 　「地元で生産された農林畜水産物を地元で消費する」という意味で使
われる。地産地消が進めば、化学肥料や農薬の削減、新鮮で安全・安心
な農産物の確保、食料の遠距離輸送にともなうエネルギーの削減などの
効果が期待される。
　近年では、オンサイトで利用する再生可能エネルギーを取り上げて、
エネルギーの地産地消と呼ぶこともある。
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20 窒素酸化物 　大気汚染物質としては、主に一酸化窒素と二酸化窒素を指す。工場の
煙や自動車排気ガスなどに含まれて大気中に排出される。二酸化窒素は
赤褐色の刺激性の気体で、水に溶けにくいという性質を持っているため、
人体に吸入されると肺深部に達し、肺水腫等の原因となる。

51 中水 　上水、下水に対して、ビルや団地などで雨水や下水処理水を飲料水以
外の生活用水等に循環利用することを指す。

20 低公害車 　大気汚染物質の排出や騒音の発生などが少ないなど、従来の自動車よ
りも環境への負荷が少ない自動車の総称。電気自動車、メタノール車、
天然ガス車、ハイブリッド車及び低燃費かつ低排出ガス認定車などを言う。

3 低炭素
まちづくり
・低炭素社会

　「経済発展を妨げることなく、温室効果ガスの排出を大幅に削減した
社会（低炭素社会）」の実現に向けたまちづくり。その具体的な方策と
して、省エネルギー等によるエネルギー負荷の低減、再生可能エネルギー
の導入などが挙げられる。

20 テトラクロロ
エチレン

　有機塩素系溶剤の一種。ドライクリーニングや金属・機械洗浄等に用
いられ、洗浄剤・溶剤として優れているが、地下水汚染などの原因物質
となっている。肝・腎機能低下を起こすなどの毒性があるが、人に対す
る発がん性は十分立証されていない。大気・水・土壌について環境基準
が設定され、大気汚染防止法、水質汚濁防止法で排出が規制されている。

6 都市計画
マスタープラン

　「都市計画法」に基づく、市町村の都市計画に関する基本的な方針。
長期的視点に立った都市の将来像を明確にし、その実現に向けての大き
な道筋を定めたもの。

資料
-1

内分泌かく乱
化学物質

（環境ホルモン）

　動物の生体内に取り込まれた場合に、本来、その生体内で営まれてい
る正常なホルモン作用に影響を与える外因性の物質のこと。環境中に存
在する化学物質が動物の体内のホルモン作用をかく乱することを通じ
て、生殖機能を阻害したり、悪性腫瘍を引き起こすなどの悪影響を及ぼ
すおそれがあることが指摘されている。

40 ネットワーキ
ング

　様々な主体による網目のようなネットワークを形成し、それを維持し
ていくことを指す。多様な人々や組織を、自発的な意思のもとに緩やか
に結び付け、それぞれが新しい情報や力を得たり、ともに活動したりす
ること。
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27 パ ー ト ナ ー
シップ

　市民、市民団体、事業者、教育機関、市などの各主体が、それぞれの
責務と役割に基づいて取組を進めるため、対等な立場で協働・連携する
こと。

59 ＰＲＴＲ制度
（化学物質排
出移動量届出
制度）

　有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源から、どれく
らい環境中に排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運
び出されたかというデータを把握し、集計し、公表する仕組み。対象と
なる化学物質を製造・使用・排出している事業者は、データを年1回都
道府県経由で国に報告し、国が集計･報告する。

27 ヒートアイラ
ンド現象

（対策）

　都市の気温が郊外よりも高くなる現象のこと。気温分布図において、
高温域が都市を中心に島のような形状に分布することから、このように
呼ばれる。都市化の進展による人工排熱の増加やコンクリート建物によ
る蓄熱、地表面の人工化などが原因で、夏季は猛暑日や熱帯夜の増加に
よる熱中症等の健康被害、冬季は植物の開花時期の変化などが懸念され
ている。省エネ対策の推進、屋上・壁面の緑化、排熱の有効活用などが
対策として挙げられる。

29 ビオトープ 　本来その地域に住む様々な野生の生物が生息し、自然の生態系が機能
する空間。森林、湖沼、干潟、里山、水田などのビオトープがある。

30 ファシリテー
ター

　地域づくりやまちづくりの会合などで、住民や地域の事業者などの
様々な立場の人たちから意見を引き出し、相互理解や合意形成を促進す
る役割を担う人のこと。

24 フロン類 　メタン、エタン等の炭化水素にフッ素及び塩素が結合した化合物の総
称。冷蔵庫等の冷媒やスプレーの噴射剤、半導体などの精密な部品の洗
浄剤などに広く用いられてきたが、大気中に放出されてもそのまま蓄積
され、オゾン層を破壊する特定フロンについては国際的に使用が禁止さ
れ、我が国でも法令で回収・破壊が義務付けられている。
　また、温室効果ガスとしても、二酸化炭素の数千倍から数万倍もの効
果を持つため、地球温暖化防止の観点から、排出抑制に向けた対策が進
められている。

14 名勝「小金井
（サクラ）」

　玉川上水の境橋から小平浄水場までの堤に植えられたヤマザクラ。江
戸時代から広く知られており、国の名勝として指定を受けている。近年
では、玉川上水の通水停止や自動車の排気ガスなどにより樹勢の衰えが
みられ、市や市民団体が保護活動に取り組んでいる。
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51 モニタリング 　大気・水質・騒音・地盤沈下等の状況や、緑被・植生・生物等の状況
など生態系や生物環境を監視・調査すること。

16 浴恩館 　昭和3年、京都御所で行われた昭和天皇即位大嘗祭の神職の更衣所を、
（財）日本青年館が譲り受けて移築した建物。その後、全国の青年団の
指導者層が集まり、人間形成する講習所として機能し、昭和48年に小
金井市が買い取って青少年センターとして開館した。平成5年に、市の
郷土資料を展示収蔵する文化財センターとしてリニューアルしたのを機
に、周辺を公園として整備して現在に至っている。

24 リサイクル 　廃棄物として最終処分されるはずの物を回収し、有用な製品の原料あ
るいは材料として再利用すること。回収物を資源として循環利用する一
般的なリサイクルをマテリアルリサイクルと呼ぶのに対し、循環利用で
きなくなったものを燃焼させるなどしてエネルギー回収することをサー
マルリサイクルと呼ぶ。

38 リスクコミュ
ニケーション

　リスクに関する正確な情報を市民、事業者、行政等のすべての者が共
有しながら、互いに意思疎通を図ること。

32 リユース 　一つの製品から形をあまり変えることなく、できる限り長く、繰り返
して使用すること。

21 ＢＯＤ
（生物化学的酸
素要求量）

　Biochemical Oxygen Demandの略。水中に含まれている有機物
が一定時間（5日間）、一定温度（20℃）の下で微生物によって酸化・
分解される過程で消費される酸素量。この過程で消費される酸素量を
BOD値と言い、単位は一般的にmg/ℓで表す。環境基準では河川の汚
濁指標として採用されており、この値が大きいほど汚濁が著しいことに
なる。

21 ＤＯ
（溶存酸素量）

　Dissolved Oxygenの略称。水中に溶けている酸素のこと。汚染度の
高い水中では消費される酸素量が多いため、溶存する酸素量は少なくな
る。溶存酸素は水の自浄作用や水中の生物にとって不可欠のものであり、
溶存酸素量の変化は生態系に大きな影響を及ぼす。

21 ｐＨ
（水素イオン濃度）

　溶液中の水素イオンの濃度を表す指数。溶液１ℓ中の水素イオンのg
当量数で表し、一般にはpH=-log〔H+〕として定義される。pH７で中
性、pH＜７で酸性、pH＞７でアルカリ性となり、温泉などの特殊な例
を除いて、河川水等の表流水は中性付近の値を示す。水道用水として望
ましい水質はpH6.5以上pH8.5以下の範囲とされている。
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1 ＰＭ2.5
（微小粒子状物質）

　大気中に浮遊している2.5μｍ（1μｍは1ミリの千分の1）以下の小
さな粒子のことで、従来から環境基準を定めて対策を進めてきた浮遊粒
子状物質（ＳＰＭ：10μｍ以下の粒子）よりも小さいものを指す。
　ＰＭ2.5は非常に小さいため、肺の奥深くまで入りやすく、呼吸系・
循環器系への影響が心配されている。

21 ＳＳ
（浮遊物質・懸
濁物質）

　Suspended Solidの略称で、水中に浮遊する小粒状物の総称。プラ
ンクトンや生体物の死骸、それに付着する微生物等の有機物及び泥粒等
の無機物からなる。一定量のろ紙によってこされた2mm以下1μｍ以
上の小粒状物を言い、これらを乾燥した後にその重量を測定する。懸濁
物質量の変化は水中の照度に影響を及ぼし、数値が大きいほど汚濁が著
しいことを示す。
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本書は地球環境にやさしい植物油インキを使用し
ています。本書はメディアユニバーサルデザイン
（MUD）の考え方を取り入れています。


